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予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 4,210,374,000 円 4,210,374,000 円 100.0％

市税 1,982,502,000 円 1,932,856,739 円 97.5％

国庫支出金 1,860,407,005 円 1,741,435,094 円 93.6％

県支出金 1,192,815,000 円 913,444,679 円 76.6%

繰越金 601,107,693 円 601,108,685 円 100.0％

市債 902,515,000 円 274,715,000 円 30.4％

諸収入 335,697,000 円 251,783,170 円 75.0%

その他 2,459,028,000 円 2,315,997,136 円 94.2％

合計 13,544,445,698 円 12,241,714,503 円 90.4％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しく行うべき事務を遂行で
きるよう、一定の基準により国から交付されるお金

【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産
税などの税金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【繰越金】前年度から繰り越されたお金
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【諸収入】市の預金利子や各種貸付金の元利収入など
【その他】財産収入や使用料および手数料、寄附金、国から

の各種交付金など

歳
入
（
収
入
）

　令和 2 年 3 月 31 日現在の市債残高（市が借り入れたお金
の残金）は、次のとおりです。
　なお、令和元年度の一時借入金（年度内の支払資金不足を
補うため一時的に借り入れるお金）はありません。

　令和 2 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、5 億 3,301 万 6,960 円で、これ
を市民一人あたり（令和 2 年 3 月 31 日現在住民基本台帳人
口 18,973 人）にすると、約 2 万 8,093 円となります。
　一世帯あたり（令和 2 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世帯
数 9,673 世帯）では、約 5 万 5,103 円となります。

市民一人あたり

28,093 円

問市財政課 財政係
☎ 35-3716（課直通）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 4,404,760,000 円 3,974,261,997 円 90.2％

総務費 2,489,064,759 円 1,675,443,650 円 67.3％

衛生費 1,102,899,050 円 941,503,773 円 85.4%

農林水産業費 1,126,898,000 円 930,284,035 円 82.6％

教育費 1,205,773,129 円 920,999,221 円 76.4％

土木費 1,102,675,392 円 780,734,919 円 70.8%

公債費 707,232,000 円 707,148,507 円 100.0％

その他 1,405,143,368 円 1,115,454,403 円 79.4％

合計 13,544,445,698 円 11,045,830,505 円 81.6％

用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な人のために使われ
る経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守る

ために使われる経費
【農林水産業費】農業、畜産の振興のために使われる経費
【教育費】学校、体育施設や文化財などの整備や、教育の振

興のために使われる経費
【土木費】道路建設や公園の整備などに使われる経費
【公債費】市の借入金の返済のために使われる経費
【その他】市議会の運営や、商工の振興、防災活動などに使

われる経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別 3,159,601 2,953,376 3,159,601 2,875,959

後期高齢者医療特別 671,463 641,901 671,463 649,383

介護保険特別 3,364,653 3,292,254 3,364,653 3,050,655

産業団地整備事業特別 920,746 114,446 920,746 903,239

合計 8,116,463 7,001,977 8,116,463 7,479,236

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 8,478,878
産業団地整備事業特別会計 165,790
水道事業会計 1,932,523
病院事業会計 12,448

一時借入金 0

【単位：千円】

【単位：千円】

◎住民負担の状況

一世帯あたり

55,103 円

　

令
和
2
年
３
月
31
日
現
在
の

支
出
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
３
５
億
４
４
４
４
万
５
６
９
８

円
（
う
ち
平
成
30
年
度
か
ら
の
繰

越
額
1
億
５
５
９
４
万
３
６
９
８

円
）
に
対
し
て
、
支
出
済
額

１
１
０
億
４
５
８
３
万
５
０
５
円

で
、
支
出
率
81
・
6
％
で
す
。

　

支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
39
億
７
４
２
６
万
１
９
９

７
円
で
、
次
に
総
務
費
の
16
億
７

５
４
４
万
３
６
５
０
円
、
衛
生
費

の
9
億
４
１
５
０
万
３
７
７
３
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
（
支
出
）

　

令
和
2
年
3
月
31
日
現
在
の

収
入
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
３
５
億
４
４
４
４
万
５
６
９
８

円
（
う
ち
平
成
30
年
度
か
ら
の
繰

越
額
1
億
５
５
９
４
万
３
６
９
８

円
）
に
対
し
て
、
収
入
済
額

１
２
2
億
４
１
７
１
万
４
５
０
３

円
で
収
入
率
90
・
4
％
で
す
。

　

収
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

地
方
交
付
税
の
42
億
１
０
３
７
万

4
０
０
０
円
で
、
次
に
市
税
の

19
億
３
２
８
５
万
６
７
３
９
円
、

国
庫
支
出
金
17
億
４
１
４
３
万
５

０
９
４
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
収
入
が
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

令
和
2
年
3
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

地
方
交
付
税

市
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国
庫
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金

県
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繰
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金
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収
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そ
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他
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相　

談

納　

付

問 ひ
と
り
で
悩
ま
ず
人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

市
総
務
課 

人
権
啓
発
室　

☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

問 「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ（
ペ
イ
ペ
イ
）」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
各
担
当
課（
本
文
中
参
照
）

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
の
周

知
を
図
る
た
め
、「
全
国
一
斉
特
設
全

権
相
談
所
」
の
開
設
や
街
角
で
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
7
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
人
権
相

談
や
人
権
啓
発
活
動
な
ど
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
務
局
の
常
設
相
談
所
や
市

役
所
内
の
特
設
人
権
相
談
所
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
、
事
前
に
予
約
も
で

き
ま
す
の
で
、
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
6
月
ま
で
相
談
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
人
権
相
談
に
つ
い
て
は
、

電
話
で
の
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
相
談
を
し
た
い
場
合
は
、
次
の

連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

【
時
間
】

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
（
月

曜
～
金
曜 

※
祝
日
を
除
く
）

【
電
話
番
号
】

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
（
全
国

共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
特
設
人
権
相
談
所（
6
月
ま
で
中
止
）

【
開
設
日
】

毎
月
第
1
水
曜
日
（
12
月
は
第
2
水
曜

日
）

【
時
間
】

午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】

市
役
所
本
庁
2
階
（
2
‐
1
会
議
室
）昨年 6 月に行われた啓発活動

　

市
で
は
、
納
付
の
機
会
を
拡
充
す
る

た
め
、
6
月
1
日
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
サ
ー
ビ
ス「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
（
ペ

イ
ペ
イ
）」で
市
税
な
ど
の
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」で
読
み
取

る
だ
け
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
納
付

で
き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
税
金
お
よ
び
料
金
】

市
県
民
税（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
、

住
宅
使
用
料
、
保
育
所
利
用
料
、
水
道

料【
必
要
な
も
の
】

コ
ン
ビ
ニ
用
納
付
書（
バ
ー
コ
ー
ド
が

印
字
さ
れ
て
お
り
、
有
効
期
限
内
の
も

の
）、
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
込
め
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ネ
ッ
ト
通
信
が
で
き

る
も
の

【
支
払
い
の
手
順
】

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
」を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

②「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」を
起
動
し
、
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
る

③
表
示
さ
れ
た
金
額
が
、
納
入
通
知
書

な
ど
の
金
額
と
合
っ
て
い
る
か
確
認

し
、
ボ
タ
ン「
支
払
う
」を
押
す

【
注
意
事
項
】

・
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
領
収

書
が
必
要
な
人
は
、
金
融
機
関
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
納
付
書
1
枚
あ
た
り
30
万
円
を
超
え

る
も
の
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
ア
プ
リ
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、
パ

ケ
ッ
ト
通
信
料
は
別
途
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

paypay.ne.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ（
ペ
イ
ビ
ー
）」も
引
き
続

き
利
用
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
税
務
課（
市
税
）

☎
35
‐
３
７
３
７

市
健
康
保
険
課（
国
保
等
）

☎
35
‐
３
７
４
３

市
介
護
保
険
課（
介
護
保
険
料
）

☎
35
‐
１
１
１
２

市
財
産
管
理
課（
住
宅
使
用
料
）

☎
35
‐
１
１
２
０

市
こ
ど
も
課（
保
育
所
利
用
料
）

☎
35
‐
３
７
３
８

市
水
道
課（
水
道
料
）

☎
35
‐
１
１
１
３

　

4
月
20
日
、
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原

の
販
売
所
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
は
、
平
成
31

年
4
月
に
宮
交
シ
ョ
ッ
プ
ア
ン
ド
レ
ス

ト
ラ
ン
株
式
会
社
か
ら
市
が
無
償
譲
渡

を
受
け
、
物
販
や
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
を

停
止
し
た
状
態
で
、
施
設
管
理
や
観
光

案
内
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
令
和
元
年
10
月
に
締
結
し
た

「
え
び
の
市
と
え
び
の
市
農
業
協
同
組

合
と
の
包
括
連
携
協
定
」に
よ
り
、
え

び
の
市
農
業
協
同
組
合
が
販
売
所
の
運

営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
元

特
産
品
の
お
土
産
や
加
工
品
を
は
じ

め
、
パ
ン
等
の
軽
食
や
お
菓
子
な
ど
を

販
売
し
ま
す
。

　

足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
の
全
体
の
運

営
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
笠
島
一

郎
さ
ん
を
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

観　

光

問

足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

市
観
光
商
工
課 

観
光
係　

☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

オープニングセレモニーで行われたテープカット

し
て
起
用
し
、
え
び
の
市
観
光
協
会
や

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
の
小
吹
敏

博
代
表
理
事
組
合
長
は
、「
今
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
全

国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
で
す

が
、
終
息
後
は
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

店
舗
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

笠
島
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

「
え
び
の
高
原
は
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
粛
の
期
間

に
、
今
ま
で
え
び
の
高
原
を
知
ら
な

か
っ
た
人
も
呼
び
込
め
る
よ
う
な
企
画

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
で
は
、
販
売

所
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
観
光

案
内
所
や
足
湯
も
設
け
て
い
ま
す
。
え

び
の
高
原
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地元特産品のお土産や加工品も販売されています

観光案内所では市内の観光情報を知ることができます

販売所は約 800 品種の品ぞろえ
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第4回えびの高原山開き

4

12

　えびのエコミュージアムセンターで「第 4 回
えびの高原山開き」が行われました。
　山開きでは、登山客の安全祈願と新型コロナ
ウイルスの早期終息を願って神事が行われまし
た。
　えびの市観光協会の野間教昭専務理事兼事務
局長は「市役所や関係機関と協力して、今後も
えびの市の魅力を発信していきたいです」とあ
いさつしました。

株式会社 KGT マスク寄贈

青年会議所消毒液寄贈

安心して学校に行けるために 登山客の安全を願って

子どもたちに活用してほしい

4

20

　株式会社 KGT から市教育委員会へ 5,000 枚
のマスクが寄贈されました。
　株式会社 KGT は、えびの市大河平に本社が
あり、ペットボトルや塩化ビニルの粉砕処理な
どを行うリサイクル業者です。今回、従業員が
粉砕処理をする際に使用するマスクを市内の子
どもたちなどに使ってほしいと寄贈されまし
た。このマスクは、市内の子どもたちや学校関
係者に配布されました。

4

24

　えびの青年会議所から市教育委員会へ 20
リットルの消毒液 8 箱が寄贈されました。こ
の消毒液は、用途に合わせて希釈して使用する
もので、各小・中学校に配布されました。
　同会議所の大門哲也理事長は、「地域の宝で
ある子どもたちのためにできることはないかと
考え、寄贈しました。この消毒液で子どもたち
が少しでも安心して学校に行くことができれば
良いなと思います」と話していました。

　
「
頭
数
を
現
在
の
2
倍
以
上
の
１
２
０
頭

ぐ
ら
い
に
増
や
す
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
話

す
の
は
、
東
川
北
で
繁
殖
牛
を
育
て
て
い
る

隈
元
和
人
さ
ん
で
す
。

　

隈
元
さ
ん
は
、
え
び
の
市
に
転
入
し
て
4

年
、
新
規
就
農
1
年
目
で
、
繁
殖
牛
を
約
50

頭
育
て
て
い
ま
す
。「
え
び
の
市
に
転
入
す

る
前
は
、
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を
生
か

し
て
、
人
吉
市
の
繁
殖
牛
が
2
万
頭
ほ
ど
い

る
場
所
で
働
い
て
い
ま
し
た
」

　

え
び
の
市
で
の
経
験
は
4
年
目
で
す
が
、

実
家
も
和
牛
繁
殖
を
し
て
お
り
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
実
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
隈
元
さ

ん
。「
生
ま
れ
た
時
か
ら
牛
が
い
る
生
活
だ
っ

た
の
で
、自
然
と
農
業
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

ず
っ
と
和
牛
繁
殖
に
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
熊
本
県
と
宮
崎
県
で
は
、
牛
の
血
統
な

ど
も
違
う
た
め
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
」

　

11
月
に
認
定
新
規
就
農
者
と
な
り
、
新
し

い
畜
舎
が
3
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
奥
さ
ん
の
実
家
の
畜
舎
と
合
わ
せ
て
1

人
で
管
理
し
て
い
ま
す
。「
1
年
1
産
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
病
気
の
予
防
の
た

め
に
子
牛
が
生
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
エ

サ
や
り
や
堆
肥
出
し
、
畜
舎
の
管
理
な
ど
し

て
い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
1
日
が
終
わ
り

ま
す
」

　
「
牛
と
会
話
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

家
畜
人
工
授
精
師
と
し
て
大
規
模
の
所
で
働

い
て
い
た
経
験
を
生
か
し
て
、
牛
を
見
て
今

ど
ん
な
状
態
な
の
か
わ
か
る
の
は
、
他
の
誰

に
も
負
け
な
い
自
分
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

隈元 和人さん

牛
の
状
態
を
読
み
取
る
こ
と
は

誰
に
も
負
け
な
い
自
分
の
強
み

飯野高校生手作りマスク寄贈

心を込めて作成した贈り物

4

3

　飯野高校生が社会福祉法人慶和会シルバーケ
アステーションほうように手作りマスクを寄贈
しました。生活文化科 2 年生約 10 人が作成し
た 12 枚のマスクです。自宅に手持ちのない利
用者に優先的に配布される予定です。
　同校の山田美知留さんと酒井優希さんは、「自
分たちが学校生活で学んだことを生かして作っ
たマスクを喜んでもらえて良かったです」と話
していました。
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▶▶火山の異常現象

　・市基地・防災対策課　　　　　　☎ 35-1119　　　　　　　　　　・えびの警察署　　　　　　☎ 33-0110
　・えびの消防署　　　　　　　　　☎ 33-6119　　　　　　　　　　・宮崎地方気象台（防災）　  ☎ 0985-25-4032

▶▶土砂災害

　地中に染み込んだ水分が土の中
にたまり、雨や地震をきっかけに
一気に斜面が崩れ落ちることをい
います。がけ崩れはいきなり発生
するため、人家付近でおきると逃
げることが難しく、被害者の割合
も高くなっています。

　集中豪雨や長雨などによって、
山や川の石や土砂が一気に下流に
向けて押し流されることをいいま
す。規模によってその流れの速さ
は 違 い ま す が、 時 速 20km か ら
40km という速度で一瞬にして人家
や畑などを破壊してしまいます。

　斜面の一部分、あるいは全部が、
地下水の影響と重力でゆっくりと
斜面の下方に移動していくことを
いいます。移動土塊量が大きいた
め、大きな被害を及ぼす場合があ
ります。一度動き出すと、完全に
停止させることは非常に困難です。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
異
常
気
象
に
よ

る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
8
月
の
九
州
北
部
の
豪

雨
に
よ
る
大
規
模
水
害
や
関
東
・
東
北

地
方
で
の
台
風
15
号
・
19
号
に
よ
る
豪

雨
や
強
風
に
よ
る
広
範
囲
に
わ
た
る
災

害
な
ど
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や
台
風

に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
風
水
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
、
大
雨
や
台
風
な
ど
の
気
象
状

況
の
変
化
に
日
頃
か
ら
関
心
を
も
ち
、

事
前
に
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

険
度
を
直
感
的
に
理
解
し
、
的
確
に
避

難
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

避
難
に
関
す
る
情
報
や
防
災
気
象
情
報

等
の
防
災
情
報
を
5
段
階
の
「
警
戒
レ

ベ
ル
」
を
用
い
て
伝
え
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。警
戒
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、

下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

避
難
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

防
災
行
政
無
線
放
送
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
詳
し
く
は
、
10
ペ
ー
ジ
下

「
避
難
時
の
情
報
取
得
手
段
」
参
照
）。

身
の
回
り
で
危
険
を
感
じ
た
ら
、
警
戒

レ
ベ
ル
に
関
わ
ら
ず
、
自
ら
の
命
は
自

ら
守
る
意
識
を
持
っ
て
、
自
主
的
に
避

難
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

火
山
に
関
す
る
情
報
に
注
意

　

新
燃
岳
や
え
び
の
高
原
（
硫
黄
山
）

周
辺
で
は
火
山
活
動
が
継
続
し
て
い
ま

す
。
火
山
に
関
す
る
情
報
に
も
注
意
を

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　

防
災
行
政
無
線
放
送
の
内
容
は
、
電

話
で
再
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
内
容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合

な
ど
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】
０
１
２
０

‐
23
‐
４
８
４
８

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 
基
地
・
防

災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
９
（
直
通
）

土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

大
雨
が
原
因
の
が
け
崩
れ
、土
石
流
、

地
す
べ
り
等
の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
で

人
の
命
を
奪
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土

砂
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報

（
都
道
府
県
と
気
象
庁
が
共
同
で
発
表

す
る
防
災
情
報
）
に
も
注
意
を
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

前
兆
現
象
に
注
意

　

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、

事
前
に
何
ら
か
の
前
兆
現
象
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
が
け
崩
れ
】

・
木
の
根
が
切
れ
る
音
が
す
る

・
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る　

な
ど

【
土
石
流
】

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水

位
が
下
が
る　

な
ど

【
地
す
べ
り
】

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る

・
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す　

な
ど

　

こ
の
よ
う
な
前
兆
現
象
に
気
付
い
た

ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら
せ
、
い
ち
早

く
安
全
な
場
所
ま
で
避
難
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。（
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は

9
ペ
ー
ジ
参
照
）

早
め
の
「
自
主
避
難
」
を

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
災
害
発
生
の
危

▶▶警戒レベル

＜がけ崩れ＞ ＜土石流＞ ＜地すべり＞

▶▶非常用持出品
　日頃から避難時に持ち出す物を準備しておくことが大切です。非常用持出品の例をチェックリスト形式で紹介し
ます。非常時にできるだけ身軽に避難できるようにするため、持出品は避難に必要な物や貴重品等に限りましょう。
非常用持出品は 1 つにまとめて、目につくところや枕元などの持ち出しやすいところに置いておきましょう。家族
構成や季節などによって準備するものも変わるため、優先順位や任務分担を家族で決めておくことが重要です。

　えびの市は、新燃岳やえびの高原（硫黄山）な
ど、火山と共に生きるまちです。火山に関して「噴
気の臭いや色の変化」「新しい噴気の発見」「川の
水等の温度や色、臭いの変化」など、異常現象を
発見した場合は、市や警察、消防署等へご連絡く
ださい（火山の異常現象については右図参照）。
　また、登山中に異常を発見した場合は、速やか
に下山しましょう。登山する場合は、事前に最新
の火山活動や気象についての情報を確認してくだ
さい。

（出典：霧島山火山防災マップ）

貴重品 □現金　　　□キャッシュカード　　　□通帳　　　□印鑑　　　□免許証　　　□健康保険証

非常食品等
□乾パン　　　□缶詰　　　□コップや皿（プラスチック・紙）　　　□水　　　□水筒　　　
□割り箸　　　□缶切り　　　□高齢者や乳幼児の食品

応急医療品
□ばんそうこう　　　□包帯　　　□消毒薬　　　□胃腸薬　　　□処方している薬
□解熱剤　

生活用品
□衣類　　　□タオル　　　□ティッシュペーパー　　　□軍手　　　□ビニール袋
□雨具　　　□生理用品　　　□紙おむつ　　　□携帯トイレ

その他
□携帯電話　　　□充電器　　　□懐中電灯　　　□電池　　　□眼鏡　　　□入れ歯
□アイマスク

もしもに
　　備えて

　警戒レベルは、災害発生の危険度が
高くなるほど大きくなります。警戒レ
ベルが発表されたときは、それぞれの
段階に応じて行動してください。
■警戒レベル 1
災害への心構えを高める
■警戒レベル 2
ハザードマップなどで避難行動を確認
する
■警戒レベル 3
高齢者や要介護者等が避難を行う
■警戒レベル 4
対象地域住民全員が避難を行う
■警戒レベル 5
命を守るための最善の行動を実施する
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地区 番号 避難所名

飯野
地区

第 1 飯野中学校　グラウンド

第 2 飯野小学校　グラウンド

第 3 上大河平自治公民館　広場

第 4 高野畜産管理センター　広場

第 5 飯野駅前地区体育館　駐車場

第 6 神社原運動公園

第 7 えびの市文化センター　駐車場（東側）

上江
地区

第 8 旧上江中学校　グラウンド

第 9 上江小中学校　グラウンド

第 10 旧上江小学校霧島分校　グラウンド

第 11 上江地区体育館　駐車場

地区 番号 避難所名

加久藤
地区

第 12 加久藤中学校　グラウンド

第 13 加久藤小学校　グラウンド

第 14 旧加久藤小学校尾八重野分校　グラウンド

第 15 えびの市国際交流センター　駐車場

第 16 永山運動公園

第 17 加久藤地区体育館　駐車場

第 18 道の駅えびの　駐車場

真幸
地区

第 19 真幸中学校　グラウンド

第 20 真幸小学校　グラウンド

第 21 岡元小学校　グラウンド

第 22 王子原運動公園

第 23 真幸地区体育館　駐車場

▶▶地震時の指定緊急避難場所

　この避難場所は、地震のとき建物が密集している市街地の中で安全と思われる公園・学校のグラウンドおよび地区体育
館駐車場を第 1 次避難場所として指定しています。

地区 番号 避難所名 電話番号

飯野
地区

第 6 飯野駅前地区体育館 33-5035

第 7 えびの市文化センター 35-2268

第 8 飯野地区コミュニティセンター 33-0030

上江
地区

第 12 上江地区体育館 33-4068

地区 番号 避難所名 電話番号

加久藤
地区

第 16 加久藤地区体育館 35-2290

第 17 えびの市国際交流センター 35-3211

真幸
地区

第 20 真幸地区体育館 37-0004

第 22 えびの市老人福祉センター 37-1329

▶▶霧島火山噴火時の指定避難所

◎ 各 災 害 時 の 避 難 場 所 等
　災害に備えるには、事前に避難場所や避難経路を確認しておくことが大切です。各災害時の避難所を掲載してい
ますので、自宅や職場等から近い避難所に印をつけて目につくところに貼ったり、家族で避難所を確認したりする
など、ご活用ください。また、災害関連情報を取得するための手段を掲載していますので、事前に登録し、災害に
備えましょう。

地区 番号 避難所名 電話番号

飯野
地区

第 1 飯野中学校体育館 33-0021

第 2 飯野小学校体育館 33-0008

第 3 上大河平自治公民館

第 4 高野畜産管理センター

第 5 えびの市民体育館 33-5332

★第 6 飯野駅前地区体育館 33-5035

★第 7 えびの市文化センター※ 35-2268

★第 8
飯野地区
コミュニティセンター※

33-0030

第 9 高齢者交流プラザ 33-0984

上江
地区

第 10 旧上江中学校体育館

第 11 上江小中学校体育館 33-0133

★第 12 上江地区体育館 33-4068

地区 番号 避難所名 電話番号

加久藤
地区

第 13 加久藤中学校体育館 35-1353

第 14 加久藤小学校体育館 35-1351

第 15 尾八重野地区
コミュニティセンター

★第 16 加久藤地区体育館 35-2290

第 17 えびの市国際交流センター 35-3211

第 18 加久藤地区
コミュニティセンター 35-1755

真幸
地区

第 19 岡元小学校体育館 37-2240

★第 20 真幸地区体育館 37-0004

第 21 真幸地区
コミュニティセンター 37-3221

★第 22 えびの市老人福祉センター※ 37-1329

▶▶風水害時の指定避難所

★は指定緊急避難場所として避難所開設時に優先して開設します。
※は福祉避難所を兼ねています。
　福祉避難所とは、主として要配慮者（高齢者・障がい者・乳幼児・その他の特に配慮を要する者）を滞在させるために必
要な居室が可能な限り確保されている施設のこと。

▶▶避難時の情報取得手段
　避難情報などは随時更新されます。お持ちの携帯電話やパソコンから確認することができる防災情報メールや各ホーム
ページ等があります。事前にメールマガジン登録やブックマークなどをして、避難するときに活用してください。

内容 伝達手段

避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、
避難指示（緊急）など

防災行政無線放送（☎0120-23-4848 で内容を再度確認することができます。）

緊急速報メール・エリアメール（市内にいる人の携帯電話に自動送信されます。）

市ホームページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）
市フェイスブック（ https://www.facebook.com/ebinocity.koho/ ）
市LINE公式アカウント（ https://line.me/R/ti/p/%40391nwhod/ ）
※フェイスブックとLINEは、広報えびの裏表紙のQRコードからも登録できます。

宮崎県土砂災害危険度情報 県ホームページ（https://dosya.pref.miyazaki.jp/)

宮崎県の雨量・河川水位観測情報 県ホームページ（http://kasen.pref.miyazaki.jp/)

火山に関する情報 気象庁ホームページ（ https://www.jma.go.jp/jp/volcano/ ）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
現
在
、
感
染
予
防

や
治
療
に
有
効
な
薬
品
等
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
コ
ロ
ナ
に

効
く
」
と
い
う
商
品
は
、
何
の
根

拠
も
な
い
商
品
な
の
で
、購
入
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
内
で
も
、送
り
つ
け
商
法
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。注
文
し
た
覚
え
の
な
い
マ
ス

ク
や
消
毒
液
な
ど
の
衛
生
用
品
が

送
ら
れ
て
き
た
ら
、受
け
取
り
を

拒
否
し
て
く
だ
さ
い
。受
け
取
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、「
代
金
を

支
払
わ
な
い
」、「
送
り
主
に
連
絡

し
な
い
」、「
使
用
し
な
い
」
よ
う

に
し
て
警
察
ま
た
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

心
疾
患
を
予
防
し
よ
う

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
に

いきいき！健康くらしのメモあんしんねっと■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

新 型ウイルス関 連の悪 質 商 法に注 意

新 型ウイルス感 染 拡 大 防 止のために

H e a l t h y  L i f eN o t e  o f  L i v i n gA r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t

4月の交通事故
発生状況

人　身 2件
物　件 30件

本年累計 5件
本年累計 105件

4月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 1件
救　急 69件

本年累計 9件
本年累計 281件

Ａ．イヤヤン基本形

　

令
和
元
年
12
月
に
脳
卒
中
・
循
環

器
病
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
国
で
心
疾
患
の
医
療
費
お

よ
び
亡
く
な
る
人
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
29
年
に
61

人
の
人
が
心
疾
患
で
亡
く
な
り
、
死

因
の
第
2
位
で
し
た
。

　

心
疾
患
は
、
危
険
因
子
（
肥
満
・
糖

尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
）
が

重
な
る
ほ
ど
な
り
や
す
い
で
す
。危

険
因
子
が
3
個
以
上
重
な
っ
て
い
る

人
は
、
な
い
人
と
比
べ
て
約
36
倍
か

か
り
や
す
い
と
い
う
調
査
結
果
が
出

①
定
期
的
に
体
重
測
定
し
、
太
り
過

ぎ
に
注
意
す
る
。

②
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
は
週
1
か
ら
2
日
で
、

休
肝
日
を
設
け
る
。
ま
た
、
一
合
未

満
（
ビ
ー
ル
5
0
0
㏄
ま
た
は
焼
酎

25
度
1
0
0
㏄
）
に
す
る
。

④
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
。

⑤
健
康
診
査
を
受
け
る
。

　

心
疾
患
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、

健
康
診
査
を
毎
年
受
診
す
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

徳
丸
保
健
師

て
い
ま
す
。

　

市
の
心
疾
患
が
多
い
原
因
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
危
険
因
子
を
併
せ
持
っ

て
い
る
人
（
メ
タ
ボ
該
当
者
）
が
県

内
1
か
ら
2
位
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。市
の
特
定
健
康
診
査
の

結
果
、
メ
タ
ボ
該
当
者
の
生
活
習
慣

と
し
て
、
歩
行
ま
た
は
同
等
の
身
体

活
動
を
1
日
1
時
間
以
上
実
施
し
て

い
な
い
人
や
早
食
い
の
人
、
お
酒
を

毎
日
飲
む
・
1
合
以
上
飲
酒
し
て
い

る
人
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

■
心
疾
患
の
予
防
の
た
め
に

悪
質
商
法
等
の
被
害
に
あ
っ
た
、
製

品
を
使
っ
て
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た

な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
3
桁
の
電
話
番

号
で
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ

ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

　
　
文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
は
、

近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
を
案
内
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
費
生
活
相
談
の
最
初
の

一
歩
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

「
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
行
政
か
ら

委
託
を
受
け
消
毒
に
回
っ
て
い
る
」

な
ど
と
電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

行
政
か
ら
の
委
託
だ
と
安
心
さ
せ
て
、

高
額
な
契
約
を
勧
め
て
く
る
悪
質
な

業
者
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
マ
ス
ク
が
店
頭
で
は
販

売
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
フ
リ
マ

ア
プ
リ
や
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

購
入
し
た
が
、
定
価
よ
り
も
か
な
り

の
高
値
で
購
入
す
る
は
め
に
な
っ

た
」
と
い
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。な
か
に
は
、「
マ
ス
ク
を
高
値

で
注
文
し
た
の
に
、
送
ら
れ
て
き
た

の
は
タ
オ
ル
だ
っ
た
」
と
い
う
事
例

も
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
そ
の
他

　

高
齢
者
の
人
権
侵
害
の
一
つ
に

高
齢
者
虐
待
が
あ
り
ま
す
。虐
待
は
、

身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴

る
・
無
視
す
る
な
ど
の
心
理
的
虐
待
、

食
事
や
水
分
を
与
え
な
い
な
ど
の
介

護
放
棄
、
年
金
を
無
断
で
使
用
す
る

な
ど
の
経
済
的
虐
待
、
性
的
虐
待
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
当
事

者
の
中
に
は
、
一
生
懸
命
介
護
を
す

る
中
で
、
責
任
感
の
強
さ
や
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
状
況
か
ら
心
身
と
も

に
疲
れ
果
て
、
気
が
付
か
な
い
ま
ま

虐
待
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。高

齢
者
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
は
、
介

護
者
自
身
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
介
護
は
、
無
理
を
せ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。近
所
と
の
つ

き
あ
い
が
な
く
孤
立
し
て
い
る
高
齢

者
世
帯
な
ど
へ
の
周
囲
の
声
か
け
や

見
守
り
が
、
虐
待
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
高
齢

者
や
家
族
を
発
見
し
た
時
は
、
最
寄

り
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2

南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ほ

う
よ
う
内
）
☎
25
‐
3
3
1
1

東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
さ

く
ら
苑
内
）
☎
33
‐
2
3
7
7

中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
え

び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
35
‐
2
8
0
0

西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
え

び
の
涼
風
園
内
）
☎
37
‐
3
0
8
5

　
文
：
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
を
受
け
て
、
①
密

閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場

面
の
重
な
る
場
面
を
避
け
る
、

②
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え

る
、
③
頻
繁
に
せ
っ
け
ん
を

使
っ
て
手
洗
い
を
す
る
、
④
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
掛
け
る
な

ど
を
徹
底
す
る
よ
う
呼
び
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
え
び
の
消
防
署
で
は
、
緊

急
搬
送
の
際
に
、
同
乗
者
に
検

温
と
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
流
行
地

域
へ
の
渡
航
歴
や
過
去
２
週

間
以
内
の
行
動
に
つ
い
て
質

問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

消費者ホットラインイメージキャラクター「イヤヤン」

広報 広報令和2年5月号 令和2年5月号13 12



こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
昭
和
60
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
広

報
紙
の
記
事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

第
1
回
新
ひ
む
か
田
の
神
さ
あ
ま
つ
り

　
第
1
回
新
ひ
む
か
田
の
神
さ
ぁ
ま
つ
り
が
、
11

月
7
日
・
8
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約

８
０
０
人
が
ま
つ
り
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
の
歴
史
や
風
土
を
探
ね
、
ま
ち
を
愛
し
個
性
あ
ふ

れ
る
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
田
の

神
さ
ぁ
の
里
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
62
年
11
月
号
掲
載
）

人
工
ス
ケ
ー
ト
場
が
オ
ー
プ
ン

　
12
月
3
日
、
え
び
の
高
原
荘
の
裏
手
に
あ
る
県

営
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
、
人
工
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
オ
ー
プ
ン
。
県
や
市
の
関
係
者

ら
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
初
日
は
、無
料
開
放
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
の
日
を
待
ち
か
ね
た
ス
ケ
ー
タ
ー
や
家
族
づ
れ

で
、
一
日
中
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
12
月
号
掲
載
）

文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

　
市
は「
新
し
い
地
域
社
会
を
め
ざ
す
人
づ

く
り
」
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
が
、〝
大

き
な
ふ
れ
あ
い
の
場
〟
文
化
セ
ン
タ
ー
が

二
十
里
台
に
堂
々
と
完
成
し
ま
し
た
。本
格

的
に
は
昭
和
61
年
1
月
か
ら
供
用
開
始
さ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
60
年
12
月
号
掲
載
）

広報紙で
振り返るえびの市50年のあゆみ

お す す め の 一 冊

わたしの美しい庭
凪良ゆう 著

（ポプラ社）

きみを変える50の名言
佐久間博 文
pon-marsh 絵

（汐文社）

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（6月） 時　間

飯野地区コミュニティセンター 5日（金） 14：05〜14：30

飯野駅前地区体育館→飯野出張
所 24日（水） 14：05〜15：15

麓橋団地→太平職員宿舎→自衛
隊官舎 26日（金） 14：50〜16：30

岡元小学校→市立病院→さくら苑 3日（水） 13：15〜15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館
→老人福祉センター 4日（木） 14：05〜16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

遠
目
に
は
浮
雲
の
ご
と
霧
島
の

裾
野
を
彩
う
桜
並
木
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡
本
克
子

　
季
は
皐
月
、
早
苗
月
と
も
言
わ
れ
る
。春
た
け
な
わ
の
花
々
も
や
が
て
実
を
結
び
新

緑
が
萌
え
出
づ
る
。霧
島
に
低
く
立
ち
こ
め
る
霧
の
中
に
弥
生
の
お
ぼ
ろ
に
か
す
む
桜

花
を
思
い
出
し
て
い
る
。そ
れ
は
作
者
の
繊
細
な
感
情
と
詩
心
で
あ
る
。す
ば
ら
し
い

詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

夏
帽
子
一
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
野
一
広

　
夏
休
み
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
海
に
山
に
家
族
の
計
画
が
練
ら
れ
ま
す
。山
岳
に
逍

遥
し
頂
上
を
目
指
す
と
心
地
好
い
汗
を
山
気
が
浸
し
ま
す
。低
山
に
は
低
山
の
自
在

が
。高
峰
に
は
高
峰
の
気
高
さ
と
威
厳
が
。一
方
、
海
浜
に
心
を
遊
ば
せ
遥
か
水
平
線
を

望
む
と
沖
の
明
る
さ
を
畳
み
込
む
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
波
が
足
下
の
砂
を
洗
う
。真
っ

青
な
空
か
ら
ふ
り
注
ぐ
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。炎
帝
の
司
る
壮
大
な
大
自
然
の
ド
ラ
マ
。

白
い
夏
帽
子
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

警
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田
中
虎
夫

耀か
が
よう
春
の
花
発ひ
ら

い
て　

歓
喜
間
近
し

希
を
余
所
に　

宵
に
は
春
疾
風

お
だ
や
か
な
季
節　

嵐
の
季
節
が
同
居
し

三
日
、
四
日
周
期
で
ぶ
つ
か
り
合
う

雨
や
風
は　

百
穀
を
潤
し　

芽
を
開
か
せ
る

春
の
嵐
の
中
で
人
も
別
離
あ
り　

花
も
散
る

年
齢
約
四
六
億
年
の
地
球

人
類
に
壊
さ
れ　

動
植
物
の
生
態
系
に
深
刻
な

影
響
及
ぼ
し　

生
命
に
か
か
わ
る
甚
大
な
災
害
に
漂
う
不
安
と
恐
怖

緊
急
事
態
宣
言
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

う
つ
る
感
染
症

人
と
人
と
の
接
触
を
減
ら
し　

感
染
を
防
ぐ

見
え
な
い
敵
と
生
者
と
の　

熾
烈
な
戦
い

地
球
と
人
類
の
存
続　

警
鐘
は
響
く

雨
降
る
た
び　

南は

え風
吹
く
た
び
膨
ら
む
木
の
芽

握
り
し
め
た
こ
ぶ
し
を　

パ
ッ
と
開
い
た
よ
う
に

一
斉
に
み
ず
み
ず
し
い
若
葉
戦そ
よ

が
せ
た
い

■特別整理期間
図書館は、蔵書点検のため、次の期間休館日となりま
す。ご理解とご協力をお願いします。
●休館日＝6月9日（火）〜 18日（木）

■喫茶ふら～っと・野菜・手芸品等販売
「喫茶ふら〜っと」と野菜・手芸品等の販売を行いま

す。喫茶ふら〜っとでは、精神障がいのある人がコー
ヒーのサービスを行います。コーヒーを飲みながら
交流を楽しみませんか。
●時間＝午前9時45分〜午前11時
●場所＝学習室、エントランス
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者証」と「タクシー利用券」を送付します。届いた「タク
シー利用券」を、タクシー利用時に運転手に渡すことで、
タクシー利用料金の一部の助成を受けることができます。

【助成額】運賃の約4割を助成します。助成額は1,500円が
上限です。

【交付限度枚数】タクシー利用券は、ひと月4枚として、
申請月に応じて交付されます。

【有効期限】令和2年度分は、令和3年3月31日までです。
翌年度に繰り越して使用することはできません。

【利用可能区間】タクシー券を利用できる区間は、えび
の市内に限ります。市外からの移動や市外への移動には、
利用できません。

【申請方法】新型コロナウイルス感染拡大防止のため、郵
送で申請書を送付します。申請する人は、市企画課政策
係へご連絡ください。

【その他】タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはで
きませんが、同乗することは可能です。また、この制度は、
市福祉課が行っている「福祉タクシー利用券」の制度と
は別の制度ですが、両方を同時に利用することが可能で
す。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

コンビニ交付サービスを一時休止し
ます

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビニ交付
サービスを休止します。休止日によって次の証明書等の取
得ができませんので、ご注意ください。

【日程等】

休止日 時間 発行停止証明書

6 月 1 日（月） 終日 全ての証明書

6 月 3 日（水） 正午まで 税証明書

問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

スマートフォンなどの携帯電話の使
い方相談窓口

　年齢を問わず、ほとんどの人がスマートフォンなどの

携帯電話を所有するようになりました。市では、スマー
トフォンなどの携帯電話の使い方などで困っている人を
対象に相談を受けることとしました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、電話で予約を
していただいてから相談に対応します。
　なお、スマートフォンなどの携帯電話の機種更新や料金
などのご相談は、各携帯会社での対応となります。
申・問市企画課
☎35-1111（内線 325・453）

おわびと訂正

　広報えびの4月号13ページに掲載しました「市民1人当た
りのバランスシート」に誤りがありました。「■連結対象とな
る会計・団体・法人」のうち、一部事務組合・広域組合に「宮
崎県自治会館管理組合」とありますが、正しくは「宮崎県市
町村総合事務組合」です。
　おわびして訂正します。
問市財政課 財政係
☎35-3716（直通）

おわびと訂正

　広報えびの4月号19ページに掲載しました「119だより」に
誤りがありました。見出しを「お酒の飲み過ぎには注意を」
としていましたが、正しくは「火入れからの火災に注意」で
す。また、3月の活動状況を「人身」・「物件」としていました
が、正しくは「火災」・「救急」です。
　おわびして訂正します。
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

「オレンジカフェよかとこ」を開催し
ます

　市では、集いの場「オレンジカフェよかとこ」を定期
的に開催しています。認知症予防につながる催しや脳い
きいき体操等も行っています。「介護や認知症のことに
ついて相談したい」「おしゃべりを楽しみたい」「催しも
のに参加したい」など、関心がある人はどなたでも気軽
にお越しください。

【日程等】
開催日 内容

6 月 17 日（水）ミニ講話＆実践〜 1 人でできる認知症予防〜

7 月 15 日（水）
認知症の人の気持ちを聴いて、自分の認知症
観について考えてみましょう〜「本人座談会」
DVD 視聴会〜

【時間】午前9時30分〜午前11時30分（途中参加、途中退
室は自由です）

【場所】市国際交流センター　ダイニングホール
【対象】認知症と診断された人や認知症のような症状が

ある人（診断の有無は問いません）または介護者、内容
に関心のある人

【参加費】1人100円（飲み物・お菓子代として）
【申込方法】当日参加もできますが、可能な限り開催前日

までに、市地域包括支援センターに電話でお申し込みく
ださい。
※新型コロナウイルス感染症の影響によって、延期・中止に
なる場合があります。また、当日は、自宅で検温や体調確
認を行い、発熱や咳等の症状がある場合は参加を控えてく
ださい。
申・問市介護保険課 地域包括支援センター（担当：黒川）
☎35-1112（課直通）

会計年度任用職員募集

　市では、次の業務の会計年度任用職員を募集していま
す。
■道路補修作業等運転手

【業務内容】道路補修作業時の重機運転、運搬車両の運転、
維持補修作業全般

【資格要件】次の2つを持っていること

・大型1種免許
・車両系建設機械運転免許

【報酬】7,612 〜 8,266円（日額）※通勤・期末手当あり
※緊急時の時間外勤務あり
■土木作業員

【業務内容】道路の補修作業や除草作業等の公道の維持
補修作業

【資格要件】普通自動車免許
【報酬】6,572 〜 7,015円（日額）※通勤・期末手当あり

※緊急時の時間外勤務あり
■共通事項

【募集人員】若干名
【雇用期間】6月1日〜令和3年3月31日
【勤務時間】午前8時30分〜午後4時30分（月曜〜金曜 ※

祝日・年末年始を除く）
【勤務場所】市内公道
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】随時 ※定員に達し次第受付終了
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時については、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市建設課補修係に直接、ま

たは郵送で提出してください。
※市様式の履歴書は市建設課補修係にあります。
申・問市建設課 補修係
☎35-3724（課直通）

申請はお済みですか
「タクシー利用料金助成事業」
　市では、「タクシー利用料金助成事業（タクシー利用料
金の一部を助成する制度）」の申請を受け付けています。

【助成対象者】次のいずれかに該当する人
・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
65歳以上の人

・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
16歳から64歳の人で、運転免許証または自動車を持って
いない人

・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
16歳から64歳の人で、病気等の理由で市長が特に認める
人

【助成方法】助成対象者と認められた場合は、「助成対象
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今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

17,824人 （前月比 +79人）
男性／8,459人（+94人） 　女性／9,365人（-15人）
転入／195人  転出／90人  出生／6人  死亡／32人

8,331世帯 （前月比 +118世帯）

4 月の人事 異 動 で 広 報 担 当になりました 。今 年 の目標 は、
市民 の 皆さんに興 味を持ってもらえる広 報 紙を 作成 す

ることです。よろしくお願いします。（ 長 友 ）

新 型コロナウイルスの 影 響 で さまざ ま なイベ ント等 が
中止となっています。早く皆 さん に明るく楽しい 情 報

を届けられる日がくることを願います。（ 久保 田 ）

軽自動車税 全期

6月1日（月）までに納めましょう。

口座振替は5月25日（月）に振替します。
（令和2年5月1日現在）

えび の 高 原 池 巡り探 勝 路 で見
える景 色

（ 六 観音御 池と韓 国 岳）

脳ドック受診費用の一部を補助しま
す

　市では、脳の疾患の早期発見、早期治療を目的として、
次の人を対象に脳ドックを実施します。受診する人に対
して、受診費用の一部を助成します。今年度は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止対策のため、申請を希望する
人は事前に電話での申請予約が必要となります。

【対象者】えびの市に住所があって、令和2年4月1日から
令和3年3月31日までに、41歳、46歳、51歳、56歳、61歳
になる人 ※ただし、次のいずれかに該当する人を除く

・市税を納期までに完納していない人がいる世帯の人
・国民健康保険税を納期までに完納していない人がいる
世帯の人

・特定健康診査、国民健康保険加入者対象の人間ドック
の受診者

・医療機関で脳疾患等治療中の人
・加入医療保険で補助制度のある人（ご確認ください）
・受診日に、えびの市に住所のない人
・ペースメーカーを使用している人
・脳動脈瘤クリップ手術を受けている人
・手術等で体内に金属がある人
・妊娠している人

【定員】120人程度 ※定員に達し次第受付終了
■申請の電話予約

【受付開始日】5月28日（木）
【時間】午前8時30分〜午後5時（土・日、祝日を除く）
【申請先】市健康保険課市民健康係

■申請
【受付日時】
・6月1日（月）、2日（火）午前8時30分〜午後7時
・6月3日（水）〜 12月18日（金）午前8時30分〜午後5時
※土・日、祝日を除く

【場所】市役所本庁1-1会議室または市健康保険課窓口
※電話予約の際、申請場所はご案内します。

【脳ドック受診概要】
受診期間 6 月 1 日（月）〜令和 3 年 1 月 30 日（土）

持参するもの

・認め印鑑
・健康保険被保険者証（生活保護世帯の人は
除く

・特定健康診査受診券（国民健康保険の人の
み）または健康診査受診券（生活保護世帯
の人のみ）※受診券は 5 月末に送付

自己負担費用

17,039 円（ 受 診 費 用 42,039 円 － 市 補 助 額
25,000 円）
脳ドック受診の際にお支払いください。
※生活保護世帯の人は無料。

検査項目 頭部 MRI、頭部 MRA、頸部エコー、問診、診察、
BMI、血圧、血液検査、尿検査など

【受診できる医療機関】
えびのセントロクリニック☎ 33-5777、池田病院☎ 23-3535、
園田病院☎ 22-2221、野尻中央病院☎ 44-1141

申し込み後は、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
【注意事項】
・申込方法および受診期間については、新型コロナウイ
ルス感染拡大状況に応じて変更になる場合があります。
申・問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

人間ドック受診費用の一部を補助し
ます

　市では、国民健康保険加入者を対象に、健康診査（人
間ドック）を実施します。今年度は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止対策のため、申請を希望する人は事前に
電話での申請予約が必要となります。

【対象者】35歳〜 74歳までの国民健康保険加入者
※ただし、市税および保険税を納期までに全額納付して

いる世帯の人（申し込み時に納税状況を確認する同意書
を書いていただきます）

【定員】300人程度 ※定員に達し次第受付終了
■申請の電話予約

【受付開始日】5月28日（木）
【時間】午前8時30分〜午後5時（土・日、祝日を除く）
【申請先】市健康保険課医療保険係

■申請
【受付日時】
・6月1日（月）、2日（火）午前8時30分〜午後7時
・6月3日（水）〜 12月18日（金）午前8時30分〜午後5時
※土・日、祝日を除く

【場所】市役所本庁1-1会議室または市健康保険課
※電話予約の際、申請場所はご案内します。

【人間ドック受診概要】
受診期間 6 月 1 日（月）〜令和 3 年 1 月 30 日（土）

持参するもの
・認め印鑑（世帯主のもの）
・国民健康保険被保険者証（対象者のもの）
・特定健康診査受診券（40 歳以上の人のみ）

自己負担費用

9,335 円（ 受 診 費 用 34,335 円 － 市 補 助 額
25,000 円）
人間ドック受診の際にお支払いください。
※節目ドック（40 歳）の人は無料です。

検査項目 胸部レントゲン、胃透視または胃カメラ、便
潜血、貧血検査、特定健診と同じ検査項目

【受診できる医療機関】
えびの市立病院☎ 33-1023、えびのセントロクリニック☎ 33-
5777、えびの第一クリニック☎ 33-0148、若葉クリニック☎
33-3838、前田医院☎ 35-1151、京町共立病院☎ 37-1011、京
町温泉クリニック☎ 37-2233

申し込み後は、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
【注意事項】
・特定健康診査、脳ドックの重複受診はできません。
・40歳以上の人は、申し込みの際、5月末に郵送する特定
健診受診券（黄色）を回収します。

・申込方法および受診期間については、新型コロナウイ
ルス感染拡大状況に応じて変更になる場合があります。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

「耕畜連携助成」を6月から受け付け
ます

　市では、6月から経営所得安定対策に係る耕畜連携助
成の受け付けを行います。

【助成内容】次の取り組みに対して助成します。

飼料用米およびわら
専用稲のわら利用

今年度作付けする飼料用米およびわら専
用稲について、わらを利用する取り組み

水田放牧 飼料作物を作付けする水田で牛を放牧す
る取り組み

資源循環
飼料作物の供給を受けた家畜のたい肥に
ついて飼料作物を生産するほ場に施肥す
る取り組み

【助成金額】10アール当たり5,000円
【申請期間】6月1日（月）〜 24日（水）
【申請場所】市畜産農政課農産園芸係
【注意事項】
・資源循環については、今年度より冬作での申請も可能
です。ただし、同一のほ場で複数の助成を受けることは
できません。

・1年間を締結期間とする利用供給協定を結ぶ必要があ
ります。
※詳しくは、市畜産農政課農産園芸係にお問い合わせく
ださい。
申・問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）
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巣立ちビナ

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
花
が
山
肌
を

ピ
ン
ク
色
に
染
め
る
こ
ろ
は
、

野
鳥
た
ち
に
と
っ
て
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
巣
立
ち
」の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　

勇
気
を
出
し
て
巣
か
ら
飛
び
出
し
て

み
た
も
の
の
、
ま
だ
上
手
に
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
雨
の
中
地
面
で
じ
っ

と
し
て
い
る
姿
を
見
つ
け
心
配
に
な
り

ま
す
が
、
遠
く
で
見
守
っ
て
い
る
と
、

親
鳥
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ヒ
ナ
に
エ

サ
を
与
え
る
と
、
今
度
は
背
中
を
や
さ

し
く
つ
つ
き
始
め
ま
し
た
。
ど
う
や
ら

飛
ぶ
こ
と
を
促
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

巣
立
っ
た
ヒ
ナ
は
し
ば
ら
く
親
と
一

緒
に
活
動
を
し
ま
す
。
そ
の
間
に
エ
サ

の
取
り
方
、
上
手
な
飛
び
方
、
身
の
守

り
方
な
ど
生
き
る
術
を
学
び
ま
す
。
ま

た
、
ヒ
ナ
た
ち
が
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
る

姿
は
ほ
ほ
笑
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
つ

け
た
ら
、
拾
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
そ
っ
と

し
て
お
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
多
く

の
場
合
、
親
鳥
が
近
く
で
様
子
を
見
て

い
ま
す
。
霧
島
山
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
す
く
す
く
と
成
長
し
、
私
た
ち
の
周

り
で
美
し
い
さ
え
ず
り
を
奏
で
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：シジュウカラのヒナ（撮影：令和元年6月2日）

シジュウカラ Parus minor シジュウカラ目 シジュウカラ科

時
々
地
面
に
落
ち
て
ま
す
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